
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第三部 事例紹介 
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水辺を生かした
まちづくりの展開

NPO法人
江東区の水辺に親しむ会

江東区の水辺

【現代】
工業化で地盤沈下や
水質悪化が進行し、水
辺空間が遠ざかってき
たが、水質が改善され
、ウォーターフロントへ
の注目されるようにな
る

【江戸時代】
徳川家康による埋立や
舟運が盛んになり、掘
割が多く作られる

【中世】
利根川を始めとする東
京湾に注ぎ込む多くの
川の氾濫原となる

【古代】
江東区のほぼ全域が
海底にあった
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当会の活動の種類

知る

体験する アピールする

宮村河川塾

水彩フェスティバル
草刈体験ツアー

お江戸深川さくらまつり
小名木川リバークルーズ

道路社会実験

活かす

宮村河川塾

知る

全国の川の話を聞く

・毎月第４金曜日
・講師：宮村忠教授（関東学院大）

人間と川の関わり合いを学ぶ

わが地元、江東区を見つめ直す
きっかけに

草刈体験ツアー 川にょろスイスイ

明治丸保存 オープンカフェ

各地の資料が集まる
日本に詳しくなる

【新たな展開へ】

講義室にいながら、全国を旅できる
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水彩フェスティバル
「水彩都市・江東」をPRしたい

体験する

子どもたちにPR

水辺の風景を子どもたちの原風景に

将来の「水辺のまちづくり」の担い手に

行政、市民、大学、NPOが連携

楽しみを通じて、地域の連携強化

【継続してイベントを実施できる条件】

楽しい 新たな発見 社会的意義

水彩フェスティバル

体験する

東京海洋大学のお兄さんたちが、
カッターを漕いでくれる

涼しげな水辺で、お茶の一服

横十間川では、和船に乗って涼む

水辺のカフェは、まるでベニス

船上ライブは、川沿いの建物も観客
席
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東京を守る堤防を守ろう～草刈体験ツアー～
江東区の水辺の関わり方を学ぶ 「宮村河川塾」

体験する

大人の社会見学

東京を守る堤防が、上流にあることを
学ぶ

昔の江東区民は、上流部の堤防の維持管理を手伝っていた

それを復活させたい！ ＝草刈体験ツアー＝

現地の人々との交流

上下流の交流

東京を守る堤防を守ろう～草刈体験ツアー～

体験する

利根川下流の江東区から、
バスで出発

渡良瀬遊水地では、地元
の方が迎えてくれます

桜堤での桜まつりは、土を
踏んで堤防を固めます

菜の花を刈って堤防を守
ります

堤防を管理する工事業者
さんとの交流

渡良瀬遊水地の広大な敷
地に驚きです

東京の治水を実現するた
めに、谷中村は消滅した

カスリン台風の決壊場所
を見学します
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お江戸深川さくらまつり
災害時にも役に立つ水辺空間

体験する

地域の人々が集まって、お祭りを作る

地元商店街

普段から水辺を使おう！ 地域のみんなで使おう！

NPO 大学 行政

市民団体 アーティスト 神社仏閣

水辺と桜

江東・深川地域の新たな観光名所に

お江戸深川さくらまつり

体験する

散りゆく桜もまた、楽しむ 橋の上は通行人も巻き込んで賑や
かに

石島橋は人が集まるマーケット

水辺の桜と新内流しは、江東区の
名物

水辺の桜を絵の具に託して旗づくり 静かな和船は、水と花見とおしゃべ
りが楽しめる
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小名木川リバークルーズ

体験する

水辺を体験する機会を作る

住民の水辺に関心が高まり、
まちづくりの意見が出ることを期待

リバーガイドが添乗する
リバークルーズの実施

水辺の理解者を増やす

船を運航する 水辺のガイドを養成する

リバーマップを作る

小名木川リバークルーズ～運航コース～

体験する
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～水辺に親しむために～

まずはリバーガイドを養成

体験する

江東区東大島文化センターの協力に
よるリバーガイド養成講座の実施

歴史、自然、水質など、幅広く知識を
習得する。

実際に声を出して、個性あるガイドを
養成、水辺の理解者となる。

～水辺の体験～

リバークルーズ

体験する

ガイドさんごとに個性ある説明が好
評のリバークルーズ

オープンな車窓からは小名木川の景
色がよく見える
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～水辺に親しむために～

水辺テラスの整備

体験する

普段、陸からはなかなか見ることのできない、小名木川の護岸。
船に乗ってみると、あまり綺麗とは言えない護岸であることが分かります。

道路社会実験

アピールする

災害時にも役に立つ水辺空間

普段から水辺を使おう！ 地域のみんなで使おう！

（お江戸深川さくらまつり） 実際に使ってみたら…

水辺の活性化には、陸
側も水辺を意識したまち

づくりを

商店街、社寺、観光資源を周遊する

国土交通省道路局 「道路社会実験」の実施

船と道路、他の交通機関との連携を考慮

地域住民の関心を
引き出す

NPO、大学、商店街、行政
が連携した事業をPR
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道路社会実験

アピールする

ハンプを設置して自動車の
速度抑制

首都高下の大空間はバス
誘致として活用

東京海洋大学の学生さん
にも協力をいただく

本部店とは地域の方々と
の意見交換の場

賑わいのある街の核となり
うる深川公園

東京海洋大学の先生によ
る寺子屋

水辺を使うということ

活かす

楽しむイベントを通じて、水辺を使いこなす

使っていると見えてくる、まちの景観
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水辺から学ぶこと

活かす

地域の資源である水辺をどのように活かす
か、船に乗って考える

明治丸周辺整備の可能性

活かす

地域のシンボルである、明治丸（国重要文化財）

周辺のまちづくりと連動した、
明治丸の保存と、水辺の魅
力作り
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境川護岸改修ふるさとの

庭の向こうもかわりゆくなり

歌集 境川 川原 ミサ江

平成19年７月30日
NPO法人 境川緑のルネッサンス

境川文化再発見と創造への活動紹介
―境川エコミュージアムへの取り組み―

境川の水系

相模原市

大和市

町田市

藤沢市

横浜市

江ノ島

大地沢の
源流

相
模
原
台
地

境川

１．境川流域文化の紹介

２．エコミュージアムの活動

３．河川流域の景観づくり活動
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川名の由来
町田市より委託制作した
『境川散策絵図』

境川散策絵図

浅間神社 頼朝の黄金伝説観音寺 武相観音巡り１番寺

定方音寺 武相観音４７番寺 鶴間堰の弁財天

鶴間の民俗

境川流域に見られる歴史遺産の例

月見野原遺産群

田端のサークルストーン

延喜式古代道路

サバ神社信仰
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ルネッサンスの活動地域

渋谷

二子玉川

中央林間

南町田

町田市鶴間周辺地図

境川

１．境川流域文化の紹介

２．エコミュージアムの活動

３．河川流域の景観づくり活動

境川エコミュージアムへの取り組み

文化遺産

地域活動

産業遺産 自然環境

エコミュージアムとは、住民が中心となり身の回りの自然、歴史、生活文化などの

地域資源を再発見し、保全・活用・継承していく活動。

鶴間未来塾
歴史散策マップ
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鶴間未来塾
歴史散策

活動拠点の確保活動

活動拠点確保
の取り組み

大山街道から見たふるさと館 改装された旧小倉邸の蔵

伝統文化の
啓蒙活動

伝統文化
こども教室
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農業遺産の
記憶を守る活動

大ヶ谷戸の堰跡の説明板
大ヶ谷戸の用水路跡と青道

農業遺産の
記憶を守る活動

１．境川流域文化の紹介

２．エコミュージアムの活動

３．河川流域の景観づくり活動

（町田市広報より）

市民がつくった
せせらぎ広場
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せせらぎ広場の
設計図

井戸

排水口

せせらぎ広場
づくり

せせらぎ広場
づくり

東京女学館大学
周辺の不法投棄
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大学を囲む
不法投棄防止のフェンス

フェンス撤去後の
アダプト看板

鶴間花の
散歩道

違反広告物の撤去

道路の
美化活動
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町田市より委託制作したパンプレット

道路の
美化活動

河川の
色彩景観づくり

色彩景観の
シュミレーション

八木重吉記念館とふるさとの川詩碑

ふるさとの川よ

ふるさとの川よ

よい音をたてて

流れているだろう
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みんなで作ろう！「どじょう池」から「たんぼ」まで 
 

みんなでつくる野川ビオトープの会 

会 長  田 中 兄 一 

＜ビデオの概要＞ 
 
１． 野川周辺の歴史 

野川縄文遺跡発掘例 
 

２． 文化的背景 

大岡昇平（小説家）、中村研一（洋画家）など 
 

３． 野川ビオトープの会の発足と活動 

池掘り、通水式、どじょうの日（自主的維持管理）、定例連

絡会、昆虫観察会 
 

４． 野川自然の会の発足と活動 

自然再生事業への取り組み、田植え風景 
 

５．今後の取り組み 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野川は、東京の武蔵野を流れる中小河川です。この野川は、国分寺市を源流とし、小金井市、調布市、三鷹市、狛江市をとおり、世田谷区で

多摩川に合流しています。多摩地域の中でも比較的都心に近いこれらの地域では自然が少なくなってきており、野川は、こどもたちが生きもの

に触れ学ぶ場所として、貴重な空間となっています。生きものの生息空間を広げ、こどもたちがいつでも、安全に生きものに触れることができ

る場所が求められていました。 

 平成１２年７月に「野川ほたる村」を

母体として、市民、小金井市、北南建の

３者で構成する実行委員会を経て 

「みんなでつくる 

野川ビオトープの会」 
 

として設立されました。設立直後から市

民に呼びかけ月１回、チビッコ達も参加

し、自らスコップを持って、野川第１調

節池に池を掘りました。池は東京都北多

摩南部建節事務所に仕上げて頂いて１３

年４月に完成し、小金井市長、北南建所

長の出席のもと通水式を行ない 

「どじょう池」と命名 

しました。 

 

このような状況の中で、平成１０年８

月、市民団体「野川ほたる村」は、 

市民参加による野川第一調節池 

でのビオトープづくり 
 

について、東京都北多摩南部建設事務所

に要望書を提出しました。 

この要望書は、野川第一調節池北側Ｕ

字溝には、僅かながら途切れることなく

湧水が流れ、生きものが生息しているこ

とから、この湧水を生かして野川のオア

シス作りを実現し、また、このオアシス

作りに関しては、計画段階からの市民の

参加を求めるものでした。 

 

 当会の活動としては、北多摩南部建設

事務所との連携を前提とした池及び水路

の維持管理、植栽管理、ごみ等の収集運

搬、ならびにビオトープ創出活動に関す

る周辺住民、利用者へのＰＲ、理解の増

進、情報の提供と多岐に渡っています。

現在、当会は会員３０名を擁しています。

ギンヤンマ オイカワ ドジョウ メダカ 

早春のどじょう池 どじょう池の春 

日没のどじょう池 冬のどじょう池 

完成したどじょう池 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ビオトープの設置から数年の時を経

て、「どじょう池」には様々な生きもの

が生息するようになりました。子ども

たちは池で遊び、生きものと触れ合っ

ています。 

会員はどじょう池の様子を見に行く

ことはもちろん、毎月第４日曜日には、 

「どじょう池の日」 

として、池周辺のメンテナンス及び清

掃活動を行っています。また、毎月第

一月曜日に例会を開き、どじょう池に

おける活動報告をはじめ、野川関連の

情報交換、湧水の状況の報告などを行

っています。 

  

 さらに、７月には東京都と共催で 

「きみも昆虫はかせになろう！ 

～野川の生きもの観察会～」 
 

と銘打ち、「どじょう池」とその付近で

子どもたちのための昆虫観察会を開催

し、平成１９年現在ですでに７回を数

えています。このようなイベントの成

功は当会と小金井市及び北南建との緊

密な連携の結果であると自負しており

ます。 

また「どじょう池」には 

“禁止事項を設けない” 

という会の方針があります。子供達に

“泥んこになって遊んでもらいたい、

メンテナンスはオジサン達がやるか

ら”という思いがあるのです。 

行政との連携が当会の最大の特徴と

言っても過言ではないと思います。こ

のような取り組みが全国に広がること

で、子どもたちが自然や生きものに触

れ合う場所が増えていくことを期待し

ています。 

この度具体化した 

野川の「自然再生事業」 

は私たち「野川ビオトープの会」の成

功が少なからず好影響を与えていると

の事で、ここ数年間の着実な活動の結

果とひそかに自負している次第です。 

どじょう池で 昆虫を追って 

草いきれの中で 閉会式 

水路の補修 

石入れ 



自然再生とは、過去に損なわれた自然
を取り戻すことを目的に、地域の多様な
主体が参加し、自然環境を保全、再生、
創出、維持管理することをいいます。

野川では、都立武蔵野公園内につくら
れた洪水調節池（野川第一・第二調節
池）を対象に、地域と都とが『自然再生
協議会』を組織し、湿地や田んぼなど、
かつての多様な自然環境の再生に取り組
んでいます。

対象箇所：野川第一・第二
調節池

事業前の野川第一調節池（東側）

河川管理者
・調節池機能の管理
・モニタリング
・基盤整備

「野川自然の会」(管理運営団体)
・維持管理
・モニタリング
・環境整備

野川第一・第二

調 節 池 地 区

自然再生協議会

自然再生の目標：かつてあった水のある豊かな自然環境を再生

どじょう池

野川

深池

水路

湿地

浅池

将来のイメージ図（東側）

市民が中心となって維持管理等の活動をおこなっていくために、管理運営団体「野川自然の会」を
組織しました。

どうやって自然を再生するの？

維 持 管 理 は ど う す る の ？

案内図 自然再生ってなに？

H19年2月 出発式を行いました H19年6月 田植えを行いました

昭和30年代前半、周辺地域に存在した「水のある農の風景」を基本とする豊かな自然環境を再生

していきます。

整備中・整備後の継続的な観察を通じて、環
境の変化に応じた事業展開を行っていきます。



 3-25

東京の川を考えるシンポジウム２００７ 
―みつけよう！身近な川、東京の川（東京の“川の文化”再発見）－ 

 

事例紹介・・・“川の文化”を育む取組み 

（財）東京都公園協会   水辺事業課公益担当係長  中安俊太 

 
協会の使命   東京の公園や水辺環境の利活用を通して、都民生活に安らぎ      

とゆとりをもたらし、東京の文化を世界に発信することを協会
の使命とします。 

 
公益事業の３本柱   防災・教育（河川事業の普及啓発）・水辺魅力アップ 
 
           地元住民との連携協働による取組み 
 
 
事  例 
 
[防災]  ・防災訓練 
 
[教育]  （河川事業の普及啓発） 
     ・リバーガイドボランティア 

・ テクニカルツアー 
・ ボランティア清掃活動 
・ 河川ボランティア団体への助成 

 
[水辺魅力アップ] 

・ 花守活動 
・ オープンカフェテラス 
・ オープン花テラス 
・ 両国テラスギャラリー支援 
    両国花テラス、花守活動（レイズドベッド） 
    両国 納涼水辺まつり 
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防災訓練②防災訓練②

リバーガイドボランティア②リバーガイドボランティア②
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テクニカルツアー④テクニカルツアー④

ボランティア清掃活動⑤ボランティア清掃活動⑤
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河川ボランティア団体への助成（１）河川ボランティア団体への助成（１）

㈶東京都公園協会が、東京都が管
理する河川において、河川環境保全
等を目的として、河川の清掃や水質
調査等の活動を行うボランティア団体
に対して、助成金を交付します。

河川ボランティア団体への助成（２）河川ボランティア団体への助成（２）

対象団体等は、

・河川で環境美化等の活動を行っている団体です。
（例：河川や調節池の清掃、水質調査、護岸壁面の安全・見回り等）

・対象となる河川は、東京都が管理している河川です。

・河川管理者である東京都建設局の各建設事務所が

河川清掃等ボランティアであることを把握している団

体です。

・１団体への助成は、年度（４月１日から翌年の３月３１
日）３万円が限度です。



3-29

花守活動④花守活動④

オープンカフェテラス②オープンカフェテラス②



3-30

オープン花テラス③オープン花テラス③

両国花テラス⑥両国花テラス⑥



3-31

両国地区花守活動(レイズドベッド）③両国地区花守活動(レイズドベッド）③

テラスギャラリー支援イベントテラスギャラリー支援イベント

両国 納涼水辺まつり
日時 平成１９年８月２４日（金）

午後４時から９時まで

場所 隅田川テラス

（両国地区総武線上流左岸）

地元７町会・商店会 共催




